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見張り不十分など人為的要因による衝突事故が
9割以上を占めています。操業中にあっても
「適切な見張り」を徹底するとともに居眠り操
船は止めましょう！ 
 
 

 
資料：海上保安庁「海難の現況と対策」 

ライフジャケット着用者の海中転落時の死亡率
は、非着用の場合に比べて約半分となっていま
す。ライフジャケットの着用は命を守るために
も必要不可欠なものです！ 

（単位：千人率）

26年度 27 28

(2014) (2015) (2016)

9 .7 8 .7 8 .5

　 　　漁船 13.5 11.9 12.8

　 　　一般船舶 7.3 7.0 6.5

2 .3 2 .2 2 .2

　　林業 26.9 27.0 31.2

　　鉱業 8.1 7.0 9.2

　　運輸業（陸上貨物） 8.4 8.2 8.2

　　建設業 5.0 4.6 4.5
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船員及び陸上労働者災害発生率の推移 

 
資料：海上保安庁「海難の現況と対策」 

 漁業労働災害を防止するため、「カイゼン講習会」を活用して、「安全推進員」を養成しましょう！ 
 カイゼン講習会の詳細は、一般社団法人 全国漁業就業者確保育成センターのホームページをご覧ください！ 
 お問い合わせ先：03-5545-1617   
 〔安全事業関係資料〕http://shuugyousha.org/pdf/anzen/annnai2014.pdf  

注:1)小型船舶（漁船）の船室外の甲板上では、原則、すべての乗船者にライフジャケ 
  ットを着用させることが船長の義務になりました。着用義務の対象となる場合、 
  原則として、国が安全性を確認した旨の桜マークのあるライフジャケットを着用し 
  なければなりません。 
   
    2)船員法が適用される漁船において作業を行う場合には、命綱、安全ベルト又は 
  作業用救命衣を使用することが義務付けられています。 
 

安全航行・安全操業の徹底 
ＡＩＳ導入による衝突事故の防止 
ライフジャケットの常時着用 
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写真提供：（国研）水産研究・教育機構 水産工学研究所 

資料：国土交通省「船員災害疾病発生状況報告（船員法第111条）集計書」 

漁船の災害発生率は、陸上における全産業の平
均災害発生率の５～６倍と高い水準が続いてい
ます。安全操業に心がけ労働災害を防止しま
しょう！ 

注:1)陸上労働者の災害発生率（暦年）は、厚生労働省の「職場あんぜんサイト」で 
   公表されている統計値。 
 
   2)災害発生率は、職務上休業４日以上の死傷者の数値。 
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